












































































































































る(松井， 1990;岡田， 2007)。この視点からすれば，現代の友人関係は「希薄化j している傾向が
みられるという。後者は，前者の議論への批判を出発点とし，現代の友人関係は「希薄化Jして
いるのではなく f選択的jになっていると主張しており，形式的側面の変容を指摘する(浅野， 2007;



















































































調査対象 大学 1年生(2大学) 高校 1年生'"'-'3年生(3校)












認識を尋ねた項目 (2)では， 7割以上の生徒が rSNSやメーノレで、常につながっていることで，お互
いの友情を確認できるj とは認識していないことが示された。さらに，友人関係に関する認識を
尋ねた項目(3)では， 7割以上の生徒が f携帯電話やSNSがあれば，友達と直接会う必要はないと
思う j としづ質問項目に対して否定的な回答を示しており，その一方で，ほとんどの生徒が f本
当に大切なことは会って話すべきだJと認識していることが示されたのである。このような結果
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(5) r 1番に利用する SNSはなんで、すか」という質問に対し， fGREEJ， fモパゲーjはゲーム機能を中心とした
SNSサイトであるため， rゲーム機能中心群Jとし， fTwiterJ， rリアルJ，rプログjは fつぶやきJや f日
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